
 

 

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会審査日程 

 

日時 令和２年１２月９日（水） 

午後１時３０分 

場所 第２委員会室 

付議事項  

１ 新型コロナウイルス対策本部会議の報告について 

 

 

 

 



第２４回 山陽小野田市新型コロナウイルス対策本部会議 

 

日時：令和２年１１月２６日（木）１５時から   

     場所：山陽小野田市役所 ３階 大会議室     

＜次第＞ 

１ 現状の報告について（健康増進課） 

２ １２月から２月末日までの施設利用について 

３ その他 

 



山口県内での新型コロナウイルス発生状況等について 

 

（１）山口県での感染者数 ３６３人 

【入院患者数 ９５人 宿泊療養者数２４人】（１１月２５日現在） 

 

 

（市町別） 

●下関市     ３３件      ●宇部市     ５１件 

●山口市     ４４件      ●萩市       ２件 

●防府市     １５件      ●下松市     １０件 

●岩国市    １０４件      ●光市       ４件 

●長門市      ２件      ●柳井市      １件 

●美祢市      ４件      ●周南市     １２件 

●山陽小野田市  ６８件      ●和木町      ４件 

 ●県外       ９件 

 

 

 

（２）山陽小野田市内発生状況 ６８件（１１月２５日現在） 

   別紙参照 

 

 

（３）行政検査の状況について  

累計 １７，０１３件（１１月２２日まで） 

 

 

 

（４）相談件数について  

累計 ５１，７４５件（１１月２２日まで） 



2020/11/25

市内 県内 年代 性別 職業

1 32 4月27日 50歳代 男性 会社員 県内第23,24例目の濃厚接触者

2 45 7月22日 30歳代 男性 会社員 愛知県名古屋市に出張

3 56 8月1日 50歳代 男性 会社員 市内第４例目を含む知人と高知県高知市に旅行

4 57 8月1日 50歳代 男性 会社員 市内第３例目を含む知人と高知県高知市に旅行

5 73 8月8日 40歳代 男性 会社員 県内第66例目（宇部市）の濃厚接触者

6 76 8月8日 40歳代 女性 会社員 知人と面接

7 89 8月19日 40歳代 男性 会社員 県内第86例目（宇部市）の濃厚接触者

8 90 8月19日 60歳代 男性 無職 ゴルフ（県外からの参加者との接触）家族、親族での会食

9 91 8月20日 60歳代 女性 無職 市内第８例目の濃厚接触者（会食）

10 93 8月20日 30歳代 女性 会社員 市内第８例目の濃厚接触者（会食）

11 94 8月20日 10歳代 女性 会社員 市内第８例目の濃厚接触者（会食）

12 95 8月20日 10歳未満 女性 小学生 市内第８例目の濃厚接触者（会食）

13 97 8月20日 40歳代 女性 確認中 市内第８例目の濃厚接触者（会食）

14 98 8月20日 10歳代 男性 学生 市内第７例目の濃厚接触者

15 102 8月21日 40歳代 女性 飲食店勤務 市内第７例目、県内第99例目（宇部市）濃厚接触者。

16 103 8月21日 20歳代 女性 飲食店勤務 市内第７例目、県内第99例目（宇部市）濃厚接触者

17 104 8月21日 70歳代 男性 無職 市内第8例目の濃厚接触者　ゴルフ（市内18例目も参加）

18 105 8月21日 60歳代 女性 飲食店勤務 市内第８例目の濃厚接触者　市内第17例目とも接触

19 108 8月22日 40歳代 男性 飲食店勤務 市内第7例目、県内第99例目の濃厚接触者

20 109 8月22日 40歳代 男性 会社員 市内第15例目の濃厚接触者

21 111 8月23日 20歳代 男性 フリーター 県内第101例目、市内第15・16例目との濃厚接触者

22 117 8月24日 30歳代 男性 会社員 Ａ医療機関受診　抗原検査陽性

23 118 8月24日 40歳代 男性 会社員 Ａ医療機関受診　抗原検査陽性

24 119 8月24日 40歳代 女性 会社員 Ａ医療機関受診　抗原検査陽性

25 121 8月25日 20歳代 男性 会社員 市内A飲食店関連

26 122 8月25日 40歳代 男性 会社員 市内A飲食店関連

27 123 8月25日 70歳代 男性 自営業 市内A飲食店関連

28 126 8月25日 30歳代 男性 会社員 市内第19例目の濃厚接触者

29 128 8月25日 30歳代 女性 会社員 市内第22例目の濃厚接触者

30 129 8月25日 10歳未満 男性 － 市内第22例目の濃厚接触者

31 130 8月25日 10歳未満 男性 － 市内第22例目の濃厚接触者

32 131 8月25日 70歳代 男性 無職 市内第22例目の濃厚接触者

33 132 8月25日 60歳代 女性 無職 市内第22例目の濃厚接触者

34 133 8月25日 60歳代 女性 飲食店勤務 県内第107例目の濃厚接触者

新型コロナウイルス感染症患者状況【山陽小野田市】

例目
陽性確定日

患者の概要
エピソード等



市内 県内 年代 性別 職業

例目
陽性確定日

患者の概要
エピソード等

35 136 8月26日 30歳代 男性 会社員 市内第22例目の濃厚接触者

36 139 8月26日 40歳代 男性 会社員 市内第19例目の濃厚接触者

37 142 8月27日 10歳代 女性 － 市内第35例目の濃厚接触者

38 143 8月27日 10歳未満 男性 － 市内第35例目の濃厚接触者

39 144 8月27日 10歳未満 女性 － 市内第35例目の濃厚接触者

40 145 8月27日 20歳代 女性 無職 市内第35例目の濃厚接触者

41 146 8月27日 30歳代 女性 会社員 市内第35例目の濃厚接触者

42 147 8月27日 70歳代 女性 パート 県内第138例目の濃厚接触者

43 148 8月27日 10歳未満 女性 － 市内第3６例目の濃厚接触者

44 149 8月27日 50歳代 女性 － 市内第25例目の濃厚接触者

45 150 8月27日 10歳代 男性 学生 特になし

46 153 8月28日 50歳代 男性 自営業 市内Ｂ飲食店（県内141例目勤務）関連

47 154 8月28日 40歳代 男性 会社員 市内Ｂ飲食店（県内141例目勤務）関連

48 158 8月28日 50歳代 男性 自営業 特になし

49 160 8月29日 70歳代 男性 無職 市内Ｂ飲食店関連

50 162 8月29日 60歳代 男性 無職 市内Ｂ飲食店関連

51 163 8月29日 60歳代 男性 無職 市内Ｂ飲食店関連

52 164 8月29日 10歳代 男性 会社員 市内第45例目の濃厚接触者

53 165 8月30日 70歳代 男性 無職 市内Ｂ飲食店関連

54 168 8月30日 50歳代 男性 自営業 市内Ｂ飲食店関連

55 173 9月1日 50歳代 女性 会社員 市内第54例目の濃厚接触者

56 176 9月2日 10歳代 女性 会社員 市内第55例目の濃厚接触者

57 178 9月2日 50歳代 男性 会社員 市内第19例目の濃厚接触者

58 179 9月4日 70歳代 男性 無職 市内第42例目の濃厚接触者

59 180 9月4日 50歳代 男性 会社員 県内第175例目、県内第177例目の濃厚接触者

60 181 9月4日 30歳代 男性 会社員 県内第175例目、県内第177例目の濃厚接触者

61 190 9月9日 30歳代 男性 医療従事者 県内第185例目、県内第186例目の濃厚接触者

62 196 9月25日 70歳代 男性 無職 特になし

63 197 9月26日 70歳代 女性 無職 市内62例目の濃厚接触者

64 200 9月28日 50歳代 男性 会社員 県内198例目の接触者

65 201 9月28日 40歳代 男性 会社員 県内198例目の接触者　居住地：千葉県

66 202 9月29日 20歳代 男性 会社員 県内第198例目の接触者

67 344 11月21日 20歳代 男性 スポーツ従事者 特になし

68 365 11月25日 60歳代 男性 会社員



Ⅰ １２月以降のイベント開催制限のあり方について（概要）
〇 感染防止対策と経済社会活動の両立のため、新たな日常の構築を図る。徹底した感染防止対策の下での安全なイベント開催
を日常化していく。

○ イベントの人数上限及び収容率要件については、当面来年２月末まで、原則として現在の取扱いを維持することとする。た
だし、来年２月末までの間であっても、足元の感染状況や大規模イベントの実証結果等を踏まえ、見直すこともあり得ること
とする。

○ その上で、エビデンス等に基づき、収容率要件について、１２月以降、大声での歓声、声援等がないことを前提としうるイ
ベント（クラシック音楽コンサート等）を100％以内、大声での歓声、声援等が想定されるイベント（ロック・ポップコン
サート等）を50％以内とする現行制限を維持した上で、飲食を伴うが発声がないもの（映画館等）は、追加的な感染防止策を
前提に100%以内とする。マスク常時着用、大声禁止等の担保条件が満たされていない催物は、引き続き、50％以内とする。

〇 これまでと同様、地域の感染状況等に応じ、都道府県知事の判断でより厳しい制限を課すことも可能。また、引き続き大規
模なイベント（参加者1,000人超）の主催者等は各都道府県に事前に相談し、各都道府県は感染状況やイベントの態様等に応じ
て、個別のイベント開催のあり方を適切に判断。入退場や共有部、公共交通機関の三密回避が難しい場合、回避可能な人数に
制限。

〇 全国的な感染拡大やイベントでのクラスターが発生した場合、政府は、感染状況を分析し、業種別ガイドラインの見直しや
収容率要件・人数上限の見直し等適切な対応を行う。

〇 来年３月以降のあり方については、感染状況、イベントの実施状況等を踏まえ、改めて検討を行う。

時期 収容率

１２月１日～
当面来年２月末まで

イベントの類型

大声での歓声・声援等が
ないことを前提としうるもの

・クラシック音楽コンサート、演劇等、
舞踊、伝統芸能、芸能・演芸、
公演・式典、展示会 等
・飲食を伴うが発声がないもの（注２）

大声での歓声・声援等が
想定されるもの

・ロック、ポップコンサート、
スポーツイベント、
公営競技、公演、
ライブハウス・ナイトクラブでの
イベント 等

100％以内
（席がない場合は適切な間隔）

50％（※）以内
（席がない場合は十分な間隔）

（※）ただし、異なるグループ間では座席を１席空け、同一グループ（５人以内に限る。）内では座席間隔を設けなくともよい。すなわち、収容率は50%を超える場合がある。

注１：人数上限については現行と同様とする。
注２：これまで、「イベント中の食事を伴う催物」は、大声での歓声・声援等が想定されるものと扱ってきたが、今後、必要な感染防止策が担保され、

イベント中の発声がない場合に限り、イベント中の食事を伴う場合についても、「大声での歓声・声援等がないことを前提としうるもの」と取り
扱うことを可とする。



１　主な利用条件
○大声での歓声・声援等がないことが前提としうるもの(ｸﾗｼｯｸ音楽ｺﾝｻｰﾄ、演劇等、舞踊、展示会等)収容率の１００％以内（席がない場合は適切な間隔)
〇大声での歓声・声援等が想定されるもの（ﾛｯｸｺﾝｻｰﾄ、ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ）収容率の５０％以内（席がない場合は十分な間隔）

２　１に加え利用の一部を制限する施設
Ｎｏ 担当部 １２月１日から２月末日までの制限内容 １０月１２日から１１月末日までの制限内容

1 市民部 不二輸送機ホール スタジオ 変更なし
利用制限
①利用人数２人まで
②１利用当たり２時間以内

プレイスペース 変更なし
利用制限
利用時間を午前、午後の２部に分け、３０人までの予約優先とする
利用する時間は最大２時間とする

キッズキッチン 変更なし
利用制限
プレイスペース利用時間のみの開放とする

3 経済部 小野田勤労青少年ホーム 音楽室 変更なし
利用制限
①利用人数２人まで
②１利用当たり２時間以内

4 きらら交流館 サウナ 変更なし
利用制限
４人までの利用とする

5 中央図書館 ＤＶＤ試聴ブース 変更なし
利用制限
複数人ブースを利用不可

教育委員会

１２月１日から２月末日までの施設利用について

施設名

2 福祉部 スマイルキッズ







新型コロナウイルス感染症対策特別委員会資料             令和２年１２月９日 

山陽小野田市商品券（スマイルチケット）発行事業について 

 

１ 事業目的・概要 

   新型コロナウイルス感染症の影響に鑑み、市民生活を支援するとともに、地

域における消費を喚起するため、市民（理科大生含む）に商品券を配付する。 

市民（理科大生含む）は、配付された商品券をあらかじめ登録している取扱店

で使用する。取扱店は、市内金融機関に使用済みの商品券を持参し換金する。 

 

２ 取扱店 

  ・商品券種類 市民に配付する５，０００円の商品券のうち 

   ①専用券（２，５００円分） 

市内の飲食店、小規模企業者、タクシー事業者                 

     ※小規模企業者 従業員５人以下（建設業、運輸業は２０人以下）    

  ②共通券（２，５００円分） ※専用券の対象店舗を含む利用が可能 

  市内に事業所、店舗等を有す事業者  

・12/4現在登録店舗数 ５４５店舗（共通券・専用券329店舗、共通券のみ216 

店舗） 

 

３ 市民・理科大生への配付数 

  ・市民：給付対象者の属する世帯の世帯主へ郵送（特定記録郵便） 

郵送期間：9月 30 日（水）～10 月中旬 

配付数：29,077 世帯・61,916 人 

  ・理科大生：本市の住民基本台帳に登録のない者へ郵送（特定記録郵便）      

郵送期間：10 月 13 日（火）～10 月下旬 

配付数：747 人 ※市住民登録学生 520 人（上記市民配付数に包含） 

 

４ 商品券使用（換金）状況 

  商品券使用状況（金融機関で換金され、市が商品券を回収したもの） 

11/30 現在：29 万 9,234 枚（共通券 17 万 4,451 枚、専用券 12 万 4,783 枚） 

      使用金額：29 万 9,234 枚×500 円＝1億 4,961 万 7,000 円 

 

※商品券発行額 62,633 人（市民 61,916 人+理大生 747 人）×5000 円（10 枚×

500 円）≒約 3億 1,330 万円（約 62 万 6,600 枚） 


